
重要ポイント

ラーニング　1社会 ６年社会／鎌倉時代と室町時代

自分の領地で農民をさしずして農業を営み、武芸にはげむ

米と麦の二毛作が広まった

草や木の灰を肥料にし、牛や馬を耕作に使って、収穫をふ

やした

「一所懸命」と「いざ鎌倉」

御家人は、先祖伝来の領地や新し

くあたえられた領地を、「一所懸命」

に守った。

また戦いが始まると、一族をひき

いて「いざ鎌倉」とかけつけ幕府のた

めに戦った。

守護�･･･�軍事・警察

地頭�･･･�ねんぐのとりたて

１　平氏の滅亡

・源氏と平氏が都で戦い、勝った平清盛が源氏を都から追い出し、貴族をおさえて政治を動かすように

なった。（12世紀中ごろ）

・伊豆に流された源頼朝は、北条氏の力を借りて兵をあげた

・平氏は西国にのがれたが、頼朝は弟源義経らに命じて壇ノ浦（山口県）で平氏をほろぼした（壇ノ浦の

戦い・1185年）

２　鎌倉幕府の成立

・守護と地頭の設置

御家人（頼朝の家来）を任命

・鎌倉幕府の成立�･･･�

・将軍と御家人の関係�･･･�ご恩と奉公の結びつき

・武士と農民の生活

（武士）　

（農民）　

頼朝の死後、源氏の将軍は3代目でたえ、政治の実権は北条氏に

３　鎌倉幕府の滅亡

・元寇�･･･�元（中国を支配していたモンゴル帝国）は北条時宗に対し服従を求め2度にわたり北九州にせ

めてきたが、御家人の奮戦と暴風雨で2度とも退却した。

・御家人の不満�･･･�御家人は、外国との戦いであったためにご恩として新しい領地がもらえず、生活が

苦しくなり、幕府への不満を強めた。

元との戦いから約50年後、足利尊氏らにより鎌倉幕府が滅亡

1192 年、源頼朝が征夷大将軍に任命さ

れる
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ラーニング　2社会 ６年社会／鎌倉時代と室町時代

４　室町時代

◆室町幕府の成立

・足利尊氏は、北朝の天皇によって征夷大将軍に任命されて京都に幕府を開いた。

・3代将軍足利義満が京都の室町にやしきを移す　　室町幕府

○足利義満の政治

・中国（明）と貿易を行い、大きな利益を得る

・大名をおさえて国内をまとめた

守護が任命された国を自分の領地のように支配するようになった

◆室町文化

［建築］

［文学・絵画］

［芸能］

◆社会の変化

○産業の発達

［農業］　

○村の運営�･･･�

○金閣�･･･�

○銀閣�･･･�

※書院造�･･･�

京都の北山にある足利義満の別荘

1階は寝殿造、2階は武家造、3階は仏をまつるお堂

で、全体に金ぱくがはりつめてある

京都の東山にある足利義政（8代将軍）の別荘

1階は書院造、2階は仏をまつるお堂

障子やふすまでしきり、たたみをしくなど現代の

和風建築のもとになっている。

○おとぎ話�･･･

○水墨画�･･･�雪舟が大成・墨一色で自然を描く

「一寸法師」や「浦島太郎」などの絵入り物

語が流行した

○能�･･･�

○狂言�･･･�能の幕間に演じられる、こっけいな劇

○茶の湯・生け花の流行

○石庭�･･･�石や砂を用いて、滝や水面を表現した庭づくり

物語などを劇にして、歌や音楽に合わせ、面をつけて

舞う芸能

・二毛作や用水路・水車の広まり

・草や木の灰を肥料として使う

話し合いを開いておきてを決める

村を守るため、村人と武士が団結して一揆をおこすことも

　　山城国一揆�･･･�大名を追い出し、8年間村人の手で政治を行った
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ラーニング　3社会 ６年社会／鎌倉時代と室町時代

自分の領地で農民をさしずして農業を営み、武芸にはげむ

米と麦の二毛作が広まった

草や木の灰を肥料にし、牛や馬を耕作に使って、収穫をふやした

守護�･･･�軍事・警察

地頭�･･･�ねんぐのとりたて

【練習しよう】

（ ）にあてはまる言葉を入れなさい。

１　平氏の滅亡

・源氏と平氏が都で戦い、勝った（ ）が源氏を都から追い出し、貴族をおさえて政治を動

かすようになった。（12世紀中ごろ）

・伊豆に流された（ ）は、北条氏の力を借りて兵をあげた

・平氏は西国にのがれたが、頼朝は弟（ ）らに命じて壇ノ浦（山口県）で平氏をほろぼした

（（　　　　　　　）・1185年）

２　鎌倉幕府の成立

・（ ）と（ ）の設置

（ ）（頼朝の家来）を任命

・（ ）の成立�･･･�1192年、源頼朝が（ ）に任命される�

・将軍と御家人の関係�･･･�ご恩と奉公の結びつき

・武士と農民の生活

（武士）　

（農民）　

頼朝の死後、源氏の将軍は3代目でたえ、政治の実権は（ ）に

３　鎌倉幕府の滅亡

・（　　　　　　　）�･･･�（　　　　　　　）（中国を支配していたモンゴル帝国）は（ ）に対

し服従を求め2度にわたり北九州にせめてきたが、御家人の奮戦と暴風雨で2度とも退却した。

・御家人の不満�･･･�御家人は、外国との戦いであったためにご恩として新しい領地がもらえず、生活が

苦しくなり、幕府への不満を強めた。

元との戦いから約50年後、（ ）らにより鎌倉幕府が滅亡

幕府を開いた武士のかしら
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ラーニング　4社会 ６年社会／鎌倉時代と室町時代

【練習しよう】

つぎの（ ）にあてはまる言葉を答えなさい。

４　室町時代

◆室町幕府の成立

・（ ）は、北朝の天皇によって征夷大将軍に任命されて京都に幕府を開いた。

・3代将軍（ ）が京都の室町ににやしきを移す　　（ ）

○足利義満の政治

・中国（明）と貿易を行い、大きな利益を得る

・大名をおさえて国内をまとめた

守護が任命された国を自分の領地のように支配するようになった

◆室町文化

［建築］

［文学・絵画］

［芸能］

◆社会の変化

○産業の発達

［農業］　

○村の運営�･･･�

○（ ）�･･･�

○（ ）�･･･�

※（ ）�･･･�

京都の北山にある（ ）の別荘

1 階は寝殿造、2 階は武家造、3 階は仏をまつるお堂で、全体に金ぱく

がはりつめてある

京都の東山にある（ ）（8代将軍）の別荘

1階は書院造、2階は仏をまつるお堂

障子やふすまでしきり、たたみをしくなど現代の和風建築のもとになっ

ている。

○（ ）･･･

○（ ）�･･･�（ ）が大成・墨一色で自然を描く

「（ ）」や「（ ）」などの絵入り物語が流

行した

○能�･･･�

○狂言�･･･�能の幕間に演じられる、こっけいな劇

○茶の湯・生け花の流行

○石庭�･･･�石や砂を用いて、滝や水面を表現した庭づくり

物語などを劇にして、歌や音楽に合わせ、面をつけて舞う芸能

・（ ）や用水路・水車の広まり

・草や木の灰を肥料として使う

話し合いを開いておきてを決める

村を守るため、村人と武士が団結して一揆をおこすことも

　　（ ）�･･･�大名を追い出し、8年間村人の手で政治を行った
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